
守 口 の 大 気

き
と
の
し
こ
お
行き先 守口市駅発 大 和 田 駅 発

時     
      

時       
      

時       
      

き
と
の
り
え
か
お
行き先 守口市駅行 大 和 田 駅 行

時           
時       

      
時       

      
時       

   

10･13･14･15日 3･12日 16日9日 10･13･14･15日

10･13･14･15日 3･12日 16日9日 10･13･14･15日

　

道
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民

の
み
な
さ
ん
と
関
わ
り
の
あ
る

道
路
で
あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ご

み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、
看

板
類
や
は
み
出
し
商
品
な
ど
の

不
法
使
用
、
さ
ら
に
は
違
法
駐

車
や
自
転
車
の
放
置
な
ど
が
日

常
的
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
安

全
で
き
れ
い
な
は
ず
の
道
路
も

そ
の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
ま

せ
ん
。
道
路
を
美
し
く
安
全
に

使
用
す
る
こ
と
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語

「
子
や
孫
に
　
つ
な
げ
て
い

き
た
い
　
道
が
あ
る
」

問
合
先　

道
路
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
７
０
５
）

　

「
自
転
車
同
士
で
す
れ
違
い

ざ
ま
、
手
に
か
す
り
傷
を
負
っ

た
」
交
通
事
故
は
何
で
も
救
急

車
で
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

「
家
族
を
病
院
へ
連
れ
て
行

き
た
い
け
ど
、
飲
酒
後
で
車
を

運
転
で
き
な
い
か
ら
救
急
車
を

呼
ん
だ
」
他
の
交
通
手
段
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

「
救
急
車
で
病
院
へ
行
け
ば

優
先
的
に
診
察
し
て
も
ら
え
る

で
し
ょ
」
救
急
車
で
病
院
へ
行

っ
て
も
、
他
に
症
状
の
重
い

人
、
緊
急
処
置
の
必
要
な
人
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
救
急

車
を
呼
ん
で
し
ま
う
と
す
べ
て

の
消
防
署
か
ら
救
急
車
が
出
払

っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
命
が
危

な
い
人
へ
の
救
急
出
動
対
応
が

遅
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
自
身
の
安
心
と
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た

め
に
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
（
24
時
間
対
応
）　

＃
７
１

１
９
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
、

（
☎
６
５
８
２
・
７
１
１
９
）

○
小
児
救
急
電
話
相
談
（
午
後

８
時
〜
翌
朝
８
時
）　

＃
８
０

０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
、

（
☎
６
７
６
５
・
３
６
５
０
）

○
こ
ど
も
の
救
急
〜
お
か
あ
さ

ん
の
た
め
の
救
急
＆
予
防
サ
イ

ト
〜http://kodomo-qq.jp/

○
守
口
市
休
日
応
急
診
療
所

（
☎
６
９
９
８
・
９
９
７
０
）

○
北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー

（
☎
072
・
840
・
７
５
５
５
）

○
こ
こ
ろ
の
救
急
電
話
相
談

（
☎
６
９
４
５
・
５
０
０
０
）

○
大
阪
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
（
☎
６
６
９
３
・
１
１
９

９
、http://www.mfis.pref

.osaka.jp/

）

○
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消

防
本
部
（
24
時
間
対
応
）　

（
☎
６
９
０
６
・
１
１
２
２
）

　

市
で
は
、
密
集
住
宅
市
街
地

の
住
環
境
の
改
善
や
防
災
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
大
日
・
八

雲
東
町
地
区
（
佐
太
中
町
１
丁

目
、
大
日
町
２
〜
４
丁
目
、
八

雲
東
町
２
丁
目
）
に
お
い
て
道

路
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
小
公

園
）
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

や
共
同
住
宅
な
ど
の
老
朽
木
造

賃
貸
住
宅
の
建
て
替
え
・
除
却

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
地
区
で
老
朽
木
造
賃
貸
住

宅
の
建
て
替
え
や
除
却
を
検
討

し
て
い
る
人
は
相
談
し
て
下
さ

い
。

問
合
先　

都
市
計
画
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
６
８
５
）

　

市
で
は
、
学
校
法
人
大
阪
国

際
学
園
と
協
力
し
て
、
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
大
規
模

災
害
時
等
に
お
け
る
協
力
体
制

に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
災
害
に
対

す
る
備
え
や
心
構
え
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
た
め
、
震
災
パ
ネ

ル
を
は
じ
め
、
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
や
備
蓄
品
・
防
災
資
機

材
な
ど
の
展
示
・
紹
介
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き　

８
月
19
㈫
〜
29
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

テ
ル
プ
ラ
ザ
１
階
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
く
す
く
す

ひ
ろ
ば
」

問
合
先　

危
機
管
理
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
４
９
７
）

　

北
大
阪
署
管
内
で
５
月
31
日

現
在
、
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷

者
数
は
268
件
で
、
前
年
同
期
よ

り
22
件
増
加
し
て
お
り
、
憂
慮

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
職
場
に
あ
る
危
険
性
な

ど
を
洗
い
出
し
て
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
『
見

る
こ
と
「
気
づ
き
」
か
ら

「
考
動
」
へ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
展
開
し
て
い
る
「
ゼ
ロ
災
・

大
阪
『
安
全
見
え
る
化
運

動
』
」
に
取
り
組
み
、
日
ご
ろ

取
り
組
ん
で
い
る
安
全
衛
生
活

動
な
ど
を
見
え
る
化
し
て
、
働

く
人
自
身
の
安
全
意
識
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
労
働
災
害
を
減
ら

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
究

極
的
な
目
標
で
あ
る
「
労
働
災

害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
と
も
労

使
・
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
安

全
衛
生
活
動
の
取
組
の
徹
底
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
先　

北
大
阪
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
072
・
845
・
１
１
４

１
）

　

府
下
で
毒
グ
モ
「
セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
」
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
毒
グ
モ

の
一
種
で
、
攻
撃
性
の
な
い
お

と
な
し
い
ク
モ
で
す
。
排
水
口

な
ど
日
当
た
り
が
良
い
場
所
に

生
息
し
て
い
ま
す
。

　

発
見
し
た
ら
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

○
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
市
販
の
家
庭
用
ス
プ
レ
ー
殺

虫
剤
で
駆
除
で
き
ま
す
。

　

万
一
、
か
ま
れ
た
場
合
は
、

傷
口
を
流
水
で
洗
い
患
部
を
冷

や
し
て
医
療
機
関
に
受
診
し
て

下
さ
い
。

　

確
認
の
た
め
、
ク
モ
を
殺
し

て
持
参
す
れ
ば
適
正
な
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　核家族化や少子化など、世の中は大きく変化し従
来のお墓の形だけでなく、永代供養の需要も増加し
ています。また、家族意識や慣習に対する考え方も
多様化しています。
　「虹の丘」は、市民のみなさんの多様なニーズに
お応えできるお墓です。管理は飯盛霊園組合が行い
ます（平成26年４月１日より関係市以外の人も申し
込んでいただけるようになりました）。

　

お
盆
の
期
間
に
、
京
阪
守
口
市
・
大
和
田
駅
か
ら
飯
盛
霊
園
行
き

の
臨
時
バ
ス
が
、
左
表
の
と
お
り
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
し
て
下

さ
い
。

問
合
先　

守
口
保
健
所
（
☎
６

９
９
３
・
３
１
３
１
）
、
環
境

政
策
課
美
化
・
衛
生
係
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
１
１
）

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

老
朽
木
造
賃
貸

住
宅
除
却
等
助
成

　６月の大気汚染状況は、二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊粒子状物質について、各測
定局とも環境基準を下回っていました。
問合先　環境政策課（☎6992‒1508）

第１測定局
（児童センター）

第２測定局
（大日東公園）

第３測定局
（錦公民館）

測定局

大気汚染物質

６月の大気汚染状況（１時間値の月平均濃度)

防
災
展
示

管
内
の
死
傷
災
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
！！

セアカゴケグモ
素手で

触らないで！

飯
盛
霊
園
だ
よ
り

臨
時
バ
ス
を
運
行

合葬墓「虹の丘」
（合葬式墓地）

①関係市（守口・門真・大東・四條畷市）の
　市民の人、飯盛霊園の墓所使用者申

込
資
格

使
用
料
額

申
込

受
付

合葬

合葬＋
個別安置

合葬＋記名

合葬＋
個別安置＋
記名

100,000円

150,000円

200,000円

125,000円

200,000円

275,000円

50,000円

資格① 資格② 直接、合葬室に
埋蔵します。

骨つぼに納めた
状態で10年間安
置した後、合葬
室に埋蔵します。

虹の丘の名板に
氏名などを刻字
し、直接合葬室
に埋蔵します。

虹の丘の名板に
氏名などを刻字
し、骨つぼに納
めた状態で10年
間安置した後、
合葬室に埋蔵し
ます。

所定の用紙（同組合事務所、コミュニティ推進課
の窓口で配布）に必要書類を添えて、飯盛霊園組
合に郵送または持参して下さい。
〒575-0012　四條畷市大字下田原448

9：00～17：00（土・日曜、祝日も受付可）

問合先　飯盛霊園組合 管理課　☎0743-78-1195

②関係市以外の市民の人
　（個別安置・記名が割増となります）

臨時バス時刻表

使用者
募集中

８
月
10
日
は「
道
の
日
」

本当に
救急車が
必要ですか？

救
急
医
療
相
談
窓
口

病
院
紹
介

二 酸 化 硫 黄

二 酸 化 窒 素

浮遊粒子状物質

0.005ppm

0.013ppm

0.029mg/m3

0.005ppm

0.015ppm

0.021mg/m3

0.006ppm

0.009ppm

0.027mg/m3
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